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「百宅地区の記録保存委員会」の委員名簿など 

 
〇設立趣意（設立趣意書より） 
鳥海ダムの本格的工事着手の前に、百宅地区の歴史・文化、生業等の記録を後世に

残すことを目的として学識経験者等で組織する委員会を設立した。 

〇委員会の目的（委員会規約より） 

鳥海ダムの建設により水没する百宅地区の「歴史・文化、民俗、生業」等の記録を

後世に残すため、「記録の編さん」を行うことを目的とした。 

〇委員会名簿 

 本委員会の委員長に考古学者の冨樫泰時先生、副委員長に元鳥海町教育委員会教育

長の松田訓氏とし、地質・地形、自然環境、考古、歴史、民俗、美術、建築、及び教

育分野の学識経験者と、由利本荘市教育長、鳥海ダム工事事務所長で構成した。 
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